
【入院中患者数】 確定患者 152名・疑い症例 ９例

入院患者数急増
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新規発生患者数・入院患者数共に急増

県内の患者動向（1月5日13時のデータ）

暫定

623 

（148）

2



新規発生数・入院患者数 急増

１月５日１３時までの新規発生数と重点医療機関入院患者数の推移
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休業中スタッフ数＆救急稼働状況（本日朝の時点）

医療資源も減少傾向 4



2021年7月1日から2022年1月5日13時
重点医療機関における休業中職員数推移

医療スタッフ休業者数：急増
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医師 コメディカル・事務系職員 看護師
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オミクロン株 現状の国からの指針
（2022.01.04時点）

１，オミクロン陽性またはL452R陰性

全例入院、確定するまでは個別対応（オミクロン同士の同室管理は可能）

オミクロンとデルタ等の同室管理は不可

退院は症状軽快24時間以降、無症状は6日間経過後PCR２回陰性確認

２，濃厚接触者

全例宿泊療養 14日間

入所者同士の接触は避けること

3日、6日、10日にＰＣＲ等の検査

臨時応急的な措置として自宅療養が可能

３，接触者

幅広検査を行うこと
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コロナ：市中感染発生後の沖縄県の方針案

現状 当面の検討課題

コロナ
陽性者

コロナ陽性者

重症度や介護度等で病院での管理が必要な場合のみ入
院。宿泊施設での観察や隔離が必要な場合は宿泊療養
へ。無症状、軽症で自宅隔離が可能な場合は自宅療養と
する。

非オミクロン株と
オミクロン株

非オミクロン株の可能性が疑われる場合のみL452Ｒ検査
を行う。
L452R陽性や結果が出るまでは、宿泊施設、病院で可能
な限りコホート隔離を行う。

退院時ＰＣＲ陰性確認
退院時の基準をこれまで通りとする
（診療の手引きに基づく）

退院基準の日数の短縮 診療の手引きでは10日間だが7日間に短縮

オミクロン
濃厚接触者

宿泊施設
困難な場合は自宅等で

経過観察

自宅等での外出制限を要請する
（非オミクロン株と同様の対応）

宿泊施設、自宅等での
PCR検査

PCR検査は終了する
健康観察も終了する
症状出現時の対応とする（電話等での相談窓口の案内）
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診療の手引き Ver.6.1
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